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青野　敏議員―パレットヒルズ構想について	
青野議員	
町長	
（一般質問の全文内容ですが、一部文章中の言葉づかい及び表現等については校正を行い変更してある個所があります。）

４番、青野。　　　　　

パレットヒルズの構想についてお伺いをいたします。
平成元年以降より蛇山地域67.3ヘクタールの土地を町有地として取得をし、有効活用に向けて町民の意見や提言を基にして、平成３年度蛇山開発調査を実施するとともに、蛇山基本構想の素案がまとめられました。
また、全国よりこの構想に相応しい名称を公募して、四季折々の自然の変化を生み出す丘という意味を込めて、「パレットヒルズ」と決定し、現在地の整備に向けて大きく進展をしたところである。
平成８年より蛇山開発の提案、平成10年度からは具体的な整備事業が始まり、当時から各団体組織やパレットヒルズ推進委員会、パレットヒルズを育てる会、二千桜会等々、多くの町民さらにはボランティアによる協力や、行政による事業が進められております。
さらには、鷹栖小学校100周年の記念植樹、二千桜会やイチイの会、おけさ会や旭川トヨペット、本田技研等々、多くの団体や個人による苗木寄贈や記念植樹により、総数おおよそ2,500本を超える多くの樹木が植樹され、現在では大きく成長し時期には見事な花を咲かせています。
また、多くのイベント事業が開催され大勢の参加者及びパークゴルフ場の入場者も年々増加し、町内外の人からも憩いの場として着実に評価を受けております。
未だに開発に対する議論があることは承知をしておりますが、開発当時より「自然を大切に、町民の手づくりによる整備」の趣旨のもとで、多くの人たちが地道なボランティア活動により関わり、町民自ら創り出した大切な観光資源として大いに未来に向けて期待をする場所に成長しました。
蛇山開発構想の具体的事業からおおよそ20年が経過し、当時より町民の賛否両論がある事業として、歴代町長がそれぞれ就任時には現地の視察や、パレットヒルズを考える会、また町民の集い等を開催しながら、パレットヒルズ全体の開発構想を再確認し、紆余曲折しながら取り組んできた経緯がありますけれども、もうそろそろ将来に向かってのしっかりとした考えをまとめる時期だというふうに考えております。
谷町長も就任時より大きな課題として積極的に取り組み様々な議論をしておりますけども、任期も１年となり最終決断をしなければならない時期と思いますが、町長のお考えをお伺いいたします。


答弁、谷町長。

青野議員のご質問にお答えいたします。
パレットヒルズは町民の森として、多くの町民の皆さんにご協力をいただき、整備を進めてまいりました。平成８年に入り口付近のクリーングリーンの植樹から始まり、エゾヤマザクラやミズナラ、山紅葉など2,500本を超える樹木の植樹や、池付近の芝張りなどの協力のおかげで、今では花見の時期には満開の桜を楽しみに実行委員体制の音楽イベントが成功するなど、町民の憩いの場として定着してきているものと実感しております。
パレットヒルズの計画につきましては、以前から議員協議会等でも説明をしましたとおり、共生・活用・保全の三つのエリアを設定し、今ある自然環境の魅力を生かしながら最低限の整備により、子供からお年寄りまで幅広い年代層の方が利用できる公園づくりを進めます。
来年度は管理棟の建設を考えており、園児や児童の皆さんも遠足などで利用しやすいような環境づくりを整えていくとともに、今年度実施した自然を生かした夜桜イベント、また、風景撮影による写真教室、星空観察会など体験学習のような町民の皆さんがより一層触れ合う場面の創出に努めてまいります。

再質問　４番、青野。

議員協議会でも町長の考え方をまとめて説明をいただいております。
私は、20年前からそれぞれの団体・個人の方々の協力をいただいてここまで出来上がり更に整備等々も含め、行政と一体となって町民が取り組んだ施設としては良くここまで出来たと考えております。
そこで、まずは植樹会ですとか草刈り等々も含めながら秋口の時期に行っていますが、そこに多くの町民の方々を募り、現状の確認と今後の開発について現地で皆さんと確認をしながらお手伝いいただくという日を決めるべきと思います。
今町長が将来に向かっての考え方があるようですから、ぜひ「パレットヒルズの日」を設定し多くの町民の方々に参加していただく事を考えてもいいんじゃないかと思うんですが町長の考えはどうでしょうか。

答弁、谷町長。

ご提案いただきありがとうございます。
毎年ですね、最近ですと10月の第一土曜日を植樹祭というふうに日にちをあまりずらさないようにして定着して、パレットヒルズで植樹をする日と考えながら行っていますが、正式に「パレットヒルズの日」と決めて10月の第一土曜日ですとか、そういうふうに日にちを設定して皆さんの集まりやすいようにと言いましょうか、気持ちの中にも定着しやすいような取り組みも大切だと思いますので検討したいと思います。

４番、青野。

是非、意識をしっかり持ってそれぞれのイベントにも多くの皆様に参加してもらい、ここまで創り上げた施設ですからお願い致します。
できれば１年間に２回程度、当時は商工会・二千桜会・老人会等々含めてご協力をいただき草取りをした時期がありました。そうやって自分たちで創った施設を、今後も育て守って行くことが大事だと思いますので考えていただきたいと思います。
また、先ほど町長が将来に向かって多くの町民の方々が集うことができる、そういう施設を進めたいということで、今年から３年計画で事業を着手しております。
もっと担当課、町全体を含めて団体の方々にも考えていただければと思いますし、また町長から提案をいただいています、今後ここに組織を作って進めるという考え方をしていますから、私はこのことは大いに賛成ですので進めていただきたいと思います。
またその中で、北野、鷹栖、北斗、北成、中央地域をはじめ、町内会・連合会などの団体にもぜひ声を掛けて、山の一番上に上がって鑑賞会をするとか、遠足の場所として使用して頂いたり、学校関係にも協力いただきながら進めればと思いますけども町長のお考えをお伺いいたします。

答弁、谷町長。

広く住民にも周知をというようなお話しでしたけども、先般、議員協議会の中で全体の計画説明をしていますが１月より懇談会を計画しようと考えています。
その前に、パレットヒルズを考える会の懇話会というのがございまして、地域の住民の方、また団体から推薦された方々とですね、今までもちょっと話し合っていた経緯もありますので、まずはその方々にこの計画の趣旨をお話しして、その後に住民全体の懇談会を持って、これからの計画を周知していきたいというふうに考えてございます。
それと、町民の森ということで進めようと考えておりますので、町民の方が１人でも多くこのパレットヒルズに足を運んでいただいて、実際に手を施してと言いましょうか、自分たちも関わってふるさとの森づくりを進めていきたいという考え方も持ってございますので、屋外体験の学習グループですとかボランティアと言いましょうか、花植えですとかそういう部分も含めて、１年というとなかなか難しいとこもありますので、最初は少しからでも地道にその活動を広げていきたいというような考え方を持ってございます。

４番、青野。

次に、広域観光圏ということで旭川市７町で定住自立圏の中で観光圏の認定を受けるべく、色々な取り組みをしております。
私は前にもお話しをさせていただきましたけれども、やはり観光圏の中には観光地もあるでしょうし、色々な鷹栖町としての取り組みがあるかと思います。
[bookmark: _GoBack]その中にやはりパレットヒルズもしっかりと位置付けをして、体験型も含めてここでキャンプ場という提案もありますように、鷹栖町の観光地の一つとして観光圏の中にも位置付けをしていけばと思いますけれども、その辺の考え方があればお伺いしたいと思います。

答弁、谷町長。

観光圏の関係ですけどれも現在取り組みを進めております。それで私が考えるには、パレットヒルズから大雪山は離れていますが、大雪山連邦の両線が端から端まで見えるのは、あそこの場所がベストスポットじゃないかと考えておりますし、パークゴルフ場に訪れる方もですね、やはりその景色の良さという部分で随分評価をいただいているように聞いてございます。これは町の大切な観光資源だと思っていますので、その部分はしっかり受けとめたいと思っております。

４番、青野。

今後は財源の関係もありますから、本当に計画通り進むかどうかはわからないと思いますが、行政だけではなくて町民の方々の力を結集しながら、最低限のものは創り町の財産として将来に受け継いでいけるような場所にしていただきたいと思います。
そこで、提案がございます。
パレットヒルズでは平成20年から記念植樹ということで25年までプレートを付けて記念植樹を84本行っています。
現在は植える場所がなく26年、27年は募集をされていませんが、今ふるさと納税も含めて色々な所で鷹栖町を全国に発信するべく、イベントに参加をしながら町長も精力的に取り組んでいますので、ぜひ自分の桜の木を植えてオーナーになる等とパレットヒルズの応援組織があっても良いと思いますがどうでしょうか。
それともう一点、ここを支えていただくためにはふるさとサポーターとして約1,500名の町内町外の方々もいらっしゃいます。この方々にもふるさと通信ということで１年に１回は文書を発行している中に、苗木をパレットヒルズに植樹をしてオーナーになりませんかとの提案をしても良いのではないかと思いますけれども、町長のお考えをお伺いいたします。

答弁、谷町長。

また新たなご提案ありがとうございます。
実を言うと、青野議員のおっしゃるとおりですね、植樹する場所ももう限られてきているという問題もございます。今の提案は受け取りたいとは思うんですが、まず今せっかくしっかりした計画ができましたので、まず町民の方に計画をお伝えすることからスタートしたいと考えています。
それで、３年４年かって整備がされましてほぼ完成に向かうときになりましたら、そういうことも考えながら検討していきたいなというふうに考えております。
今１年２年は、まずは計画がしっかりできましたので町民の方々にまずは説明し、その後にふるさとサポーターですとか鷹栖町外から応援してくださる方もいらっしゃいますので、それを観光と繋げてということで検討してまいりたいと考えてございます。



４番、青野。
場所の整備がありますから、今後は全体の構想の中で最適な場所を整備して取り組んでいただきたいと思います。
それと、パレットヒルズ全体構想ですから、町民の方々のご意見の中にはパークゴルフ場の関係が議論になっているところがございます。
先ほどの話と重複するかもしれませんが、それぞれの町長が判断をしてパークゴルフ場として造成をし、指定管理者制度で３年間の使用期間として運営し、またその後については、今後どういう形で進めるかを使用しながら将来に向かっての計画を立てたいということですが、今年シーズンも終わり行政の方からいただいた資料にも、数年間の実績等々の報告もいただきましたけれども、あそこの場所は町民の方々、また町外の方々、色々な方々、約１万名以上の方々が使用しております。
私は、今後の課題として行政だけで管理運営をするというのはやはり厳しい面があると思いますので、今後も民間の力、指定管理者のやり方もあるでしょうし、色々な団体の方々に運営を担うこともあるでしょうし、維持関係にしても方法論は色々ありますので、そんなことを研究していただければと思いますけれども、町長の考えはどうでしょうか。

答弁、谷町長。

今、青野議員がおっしゃられたとおりパークゴルフ場は今年1万8,000人位の入場者があり、あとは桜フェスタ、ハレバレパレット、その他の行事等を合わせると２万人近い方がパレットヒルズに訪れている状況になってございます。
先ほどから何度もお話しをしておりますけども、やはり町民の方のふるさとの森づくりということがこの計画の原点にはあろうかと思いますので、住民の方の力を借りながら行政ばかりではなく最終的には住民の方が主体となって、そこの森づくりもしていただけるような組織になれば理想的だというふうに思ってございます。
それを側面的に支援してまいりたいと思っておりますし、まだまだ本当にあそこは始まったばかりで、これからこの原石を磨けばしっかり光るんじゃないかなというような認識を持って、整備を進めていきたいというふうに考えております。

４番、青野。

最後の質問をします。
私も平成８年前から整備に関わって来ましたが、20年が経過しこれは40年、50年、100年の事業になるんではないかと、当時の行政の担当者や団体の方々と話しをしておりました。　　　谷町長の一期目の総括として、今後行政が中心となりさらには町民の力を借りながら、しっかりと協力体制を取りながら、良い施設にしていければというふうに考えてございます。
最後に一町長のお考えをお願いします。

答弁、谷町長。

ありがとうございます。エールを送っていただいたものと思っております。
今年もまちづくり懇談会でハレバレパレットを企画している運営委員さんが、パレットヒルズの将来について皆で夢を語り合いたいということで懇談会を持たれました。
来週はパレットヒルズを森の幼稚園ということでご使用いただいている団体さんからも今後の活用方法についてお願いや色々相談したいということでまちづくり懇談会を設定してございます。
そのように、本当にあそこの森を生かすためにどうやったらいいだろうかと言って、自主的に考えてくださる方も本当に多くなってきていると認識もしてございます。　
それらの輪をこれからどんどん広げ、皆さんの町民の森としての活用ができればと思ってございますので、皆さんのご協力もお願いしたいと思います。
以上です。

以上をもって、青野敏君の一般質問を終了いたします。
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